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七
月
上
旬
に
、
六
五
歳
以
上
の
人
へ
介

護
保
険
料
の
通
知
書
を
郵
送
し
ま
す
。
ご

自
分
の
納
付
方
法
と
納
付
金
額
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

福
祉
課　

�
内
線
二
三
三

●
納
付
方
法

　

受
給
し
て
い
る
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ

る
「
特
別
徴
収
」
と
、
納
入
通
知
書
か
口

座
振
替
で
納
付
す
る
「
普
通
徴
収
」
が
あ

り
ま
す
。

特
別
徴
収
の
人
へ

　

十
月
か
ら
三
月
ま
で
の
六
か
月
間
の
保

険
料
を
「
介
護
保
険
料
（
本
徴
収
）
決
定

通
知
書
兼
特
別
徴
収
開
始
通
知
書
」
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
今
年
十
月
・
十
二
月
、

平
成
二
一
年
二
月
の
三
回
に
分
け
て
年
金

か
ら
天
引
き
さ
れ
ま
す
。

普
通
徴
収
の
人
へ

　

七
月
か
ら
三
月
ま
で
の
九
か
月
間
の
保

険
料
を
「
介
護
保
険
料
（
本
徴
収
）
納
入

通
知
書
」
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

納
入
通
知
書
で
指
定
の
あ
る
金
融
機
関

で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
口
座
振

替
を
申
し
込
ん
で
い
る
人
は
、
指
定
口
座

か
ら
引
き
落
と
さ
れ
ま
す
。

●
普
通
徴
収
か
ら
特
別
徴
収
へ
の

　

切
り
替
え

　

六
五
歳
に
な
っ
た
時
や
葉
山
町
へ
転
入

し
た
ば
か
り
の
時
は
「
普
通
徴
収
」
で
納

め
ま
す
。

　

た
だ
し
、
四
月
に
年
金
（
老
齢
福
祉
年

金
を
除
く
）
の
受
給
が
あ
り
、
年
金
の
年

額
が
十
八
万
円
以
上
で
、
四
月
一
日
に
町

に
住
民
登
録
が
あ
る
人
は
、
原
則
と
し
て

十
月
か
ら
「
特
別
徴
収
」
に
切
り
替
わ
り

ま
す
。

　

こ
の
場
合
、
七
月
か
ら
九
月
ま
で
の
三

か
月
間
の
保
険
料
は
「
普
通
徴
収
」
で
、

「
介
護
保
険
料
（
本
徴
収
）
納
入
通
知
書
」

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
十
月
か
ら
三
月
ま

で
の
六
か
月
間
の
保
険
料
は「
特
別
徴
収
」

と
な
り
、「
介
護
保
険
料
（
本
徴
収
）
決

定
通
知
書
兼
特
別
徴
収
開
始
通
知
書
」
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
減
免
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す

　

災
害
、
失
業
、
倒
産
な
ど
で
保
険
料
を

納
め
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
は
、
保
険
料

の
減
免
が
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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介
護
保
険
料（
本
徴
収
）の
お
知
ら
せ
（　

歳
以
上
の
人
）

６５

平成２０年度

介
護
保
険
特
定
入
所
者
に

介
護（
介
護
予
防
）サ
ー
ビ
ス
費

　

介
護
保
険
施
設
（
短
期
入
所
を
含
む
）

に
入
所
さ
れ
て
い
る
低
所
得
者
に
つ
い
て

は
、
そ
の
負
担
が
重
く
な
り
す
ぎ
な
い
よ

う
に
、
対
象
施
設
で
の
食
費
と
居
住
費
に

つ
い
て
一
定
の
限
度
額
を
設
け
る
制
度
が

あ
り
ま
す
。

　

こ
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
に
は
認
定
を

受
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
該
当
す
る
人

は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
後
日
審
査
し
、

認
定
証
を
送
付
し
ま
す
。

対
象
者

①
世
帯
が
町
民
税
非
課
税
で
、
本
人
が
老

齢
福
祉
年
金
受
給
者
か
生
活
保
護
受
給

者
②
世
帯
が
町
民
税
非
課
税
で
、
本
人
が
合

計
所
得
金
額
＋
課
税
年
金
収
入
額
が
八

〇
万
円
以
下
の
人

③
世
帯
が
町
民
税
非
課
税
で
、
本
人
が
②

以
外
の
人

対
象
施
設

・
介
護
老
人
福
祉
施
設

・
介
護
老
人
保
健
施
設

・
介
護
療
養
型
医
療
施
設

・
短
期
入
所
生
活
介
護

・
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護

・
短
期
入
所
療
養
介
護

・
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護

問
合
せ　

福
祉
課

　

�
内
線
二
三
一
〜
二
三
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国
民
年
金
保
険
料
が
免
除
さ
れ
る
制
度
あ
り
ま
す

で
、
老
齢
基
礎
年
金
や
、
万
が
一
の
と
き

の
障
害
基
礎
年
金
、
遺
族
基
礎
年
金
を
受

け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

し
か
し
、
近
年
、
病
気
や
失
業
な
ど
の

経
済
的
な
理
由
等
で
保
険
料
を
納
付
す
る

こ
と
が
困
難
な
人
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

納
付
が
困
難
な
場
合
は
、
申
請
を
し
て

保
険
料
の
納
付
が
免
除
さ
れ
る
制
度
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　

一
方
で
、
申
請
も
何
も
せ
ず
に
滞
納
し

　

国
民
年
金
に
は
、
病
気
や
失
業
な
ど

の
経
済
的
な
理
由
等
で
保
険
料
を
納
付

す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
は
、
申
請
に

よ
り
保
険
料
が
免
除
さ
れ
る
制
度
が
あ

り
ま
す
。

問
合
せ　

健
康
増
進
課　

�
内
線
二
一
三

　　

国
民
年
金
は
、
二
○
歳
以
上
六
〇
歳

未
満
の
す
べ
て
の
人
が
加
入
す
る
制
度

で
す
。
保
険
料
の
納
付
を
続
け
る
こ
と



５

お
知
ら
せ

続
け
た
場
合
は
未
納
と
な
っ
て
し
ま
い
、

万
が
一
の
と
き
や
老
後
に
年
金
を
受
け
取

れ
な
く
な
る
可
能
性
が
大
き
く
な
る
こ
と

に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
申
請
・
届
出
が
必
要

　

左
表
の
対
象
者
に
該
当
す
る
人
は
、
町

役
場
に
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。
ご
本

人
、
配
偶
者
、
世
帯
主
の
各
々
の
所
得
等

を
み
て
審
査
を
し
、
保
険
料
の
免
除
や
猶

予
の
決
定
を
し
ま
す
。

●
免
除
期
間
は
年
金
額
に
算
入

　

国
民
年
金
（
基
礎
年
金
）
の
給
付
の
三

分
の
一
（
将
来
は
二
分
の
一
）
は
国
庫
負

担
で
ま
か
な
わ
れ
て
い
る
の
で
、
保
険
料

免
除
が
承
認
さ
れ
た
期
間
は
、
将
来
の
老

齢
基
礎
年
金
の
計
算
の
と
き
に
国
庫
負
担

に
相
当
す
る
額
（
一
部
納
付
し
た
保
険
料

が
あ
る
場
合
は
そ
の
保
険
料
分
も
含
む
）

が
年
金
額
に
算
入
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
障
害
基
礎
年
金
、
遺
族
基
礎
年

金
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な
受
給
資
格
要

件
に
も
算
入
さ
れ
ま
す
。

●
追
納
で
加
算
も

　

保
険
料
の
免
除
や
猶
予
の
承
認
を
受
け

た
期
間
に
つ
い
て
は
、
十
年
以
内
で
あ
れ

ば
、
古
い
期
間
か
ら
順
に
保
険
料
を
後
か

ら
納
付
（
追
納
）
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

（
た
だ
し
、免
除
や
猶
予
を
受
け
た
年
度
か
ら

起
算
し
て
三
年
度
目
以
降
は
、当
時
の
保
険

料
に
一
定
の
金
額
が
加
算
さ
れ
ま
す
）。

　

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
の
一
部

負
担
金
の
割
合
は
、
毎
年
八
月
一
日
現
在

の
世
帯
状
況
と
前
年
度
所
得
（
当
年
度
市

町
村
民
税
課
税
状
況
）
に
基
づ
い
て
判
定

し
ま
す
。

　

判
定
の
結
果
、
一
部
負
担
金
の
割
合
が

変
更
に
な
る
人
に
は
、
七
月
中
に
新
し
い

保
険
証
を
送
付
し
ま
す
。

　

新
し
い
保
険
証
を
受
け
取
っ
た
人
は
、

古
い
保
険
証
を
健
康
増
進
課
へ
返
却
し
て

く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

健
康
増
進
課　

�
内
線
二
一
四

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

負
担
割
合
が
変
わ
る
人
に
新
保
険
証

猶　予　・　免　除　の　額　等対　象　者

保険料の全額を免除
障害年金や生活保護
法の生活扶助を受給
している人

①保険料の全額を免除
②保険料の4分の3、2分の1、4分の1を納
付すると残りの保険料の納付を免除

病気や失業などの経
済的な理由等で前年
の所得額が少ない人

保険料の免除が承認される場合がある（雇
用保険の受給資格者証や離職票等の公的機
関の証明書の添付が必要）

申請する年度または
前年度に退職した人

猶予期間は、年金を
受けるために必要な
期間に算入される
が、年金額には反映
されない

保険料の全額を猶予所得が一定以下の３０
歳未満の人

学生の間は本人の保
険料の全額を猶予

所得が一定以下の学
生

二
市
一
町
ご
み
処
理
広
域
化

計
画
か
ら
離
脱
し
ま
し
た

離
脱
の
理
由
に
つ
い
て

　

計
画
で
は
、
横
須
賀
市
に
大
型
の
焼

却
炉
を
整
備
す
る
と
あ
り
ま
し
た
。
こ

れ
を
連
続
運
転
す
る
に
は
、
一
定
量
の

ご
み
を
投
入
し
続
け
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
政
府
の
掲
げ
る
「
二
〇
一
五
年
度

に
は
燃
や
す
ご
み
の
二
十 
㌫ 
減
量
を
義

務
化
す
る
」
と
い
う
政
策
に
も
、
ま
た
、

地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
、
ご
み
を
出

さ
な
い
、
燃
や
さ
な
い
、
と
い
う
世
界

の
流
れ
に
も
逆
行
し
ま
す
。

　

ま
た
、
同
じ
く
横
須
賀
市
に
つ
く
る

と
さ
れ
て
い
た
生
ご
み
資
源
化
施
設
に

つ
い
て
は
、
全
体
的
な
一
般
廃
棄
物
処

理
シ
ス
テ
ム
の
中
で
本
格
稼
動
し
て
い

る
事
例
が
、
今
の
と
こ
ろ
見
ら
れ
ま
せ

ん
。（
先
に
、
逗
子
市
が
鎌
倉
市
に
共

同
で
建
設
を
検
討
し
て
い
た
生
ご
み
資

源
化
施
設
を
断
念
し
た
理
由
の
ひ
と
つ

で
も
あ
り
ま
し
た
。）

　

こ
の
計
画
は
二
十
年
と
い
う
長
期
に

わ
た
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
間
に
技
術

革
新
も
進
む
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
計

画
で
は
、
新
方
式
へ
の
転
換
の
可
能
性

を
閉
ざ
す
こ
と
に
な
る
と
考
え
ま
す
。

　

次
に
、
葉
山
が
分
担
す
る
こ
と
に
な

る
不
燃
ご
み
等
選
別
施
設
（
五
十
ｔ
／

五
ｈ
）
で
す
が
、
葉
山
町
の
ど
こ
に
つ

く
る
か
明
確
に
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
前
町
政
で
は
、
単
独
処
理
と
の
コ

ス
ト
比
較
も
、
施
設
建
設
に
必
要
な
用

地
選
定
も
着
手
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
新
た
な
用
地
を
確
保
す
る
見
通
し

を
立
て
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と

は
、
現
在
の
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
つ

く
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
た
と
考
え
ら

れ
ま
す
が
、
そ
の
場
合
、
多
い
日
で
十

㌧ 
ト
ラ
ッ
ク
約
五
十
台
が
保
育
園
と
二

つ
の
学
校
お
よ
び
住
宅
地
の
前
を
往
復

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
近
隣

住
民
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
理
解
を
得
る
こ
と
は

難
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
計
画
に
つ
い
て
は
、
建

設
費
と
維
持
管
理
費
の
負
担
割
合
す
ら

未
定
で
し
た
。
コ
ス
ト
計
算
に
大
き
く

影
響
す
る
点
が
不
明
瞭
な
ま
ま
進
め
る

わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

　

結
論
と
し
て
は
、
単
独
処
理
を
進
め

て
い
く
と
い
う
選
挙
公
約
を
覆
す
だ
け

の
（
二
市
一
町
の
計
画
の
方
が
良
い
）

根
拠
が
見
つ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ご

み
処
理
は
、
自
己
責
任
と
し
て
発
生
元

で
行
う
の
が
原
則
で
あ
り
、
減
量
化
・

資
源
化
・ 
堆  
肥 
化
の
方
法
も
実
証
さ
れ

た
い 

ひ

て
お
り
、「
広
域
化
あ
り
き
」で
は
な
く
、

ま
ず
町
と
し
て
徹
底
し
た
減
量
化
・
脱

焼
却
の
方
策
を
打
ち
出
す
こ
と
が
必
要

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
町
民
の
皆
様
の

全
面
的
な
協
力
無
く
し
て
は
実
現
し
な

い
大
事
業
で
す
。
ど
う
か
ご
理
解
と
ご

協
力
を
切
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

町
長


